
平
成
二
十
年
六
月
十
八
日
提
出

質

問

第

五

六

一

号

「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
」
の
事
業
目
的
と
環
境
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

近

藤

昭

一

561



「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
」
の
事
業
目
的
と
環
境
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
六
六
国
会
に
お
い
て
「
徳
山
ダ
ム
に
係
る
木
曽
川
連
絡
導
水
路
事
業
の
目
的
と
効
果
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
二
〇
〇

七
年
六
月
一
二
日
付
）
を
提
出
し
、
同
年
六
月
二
二
日
付
で
そ
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。
ま
た
一
六
八
国
会
に
お
い
て
「
「
木

曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
」
の
環
境
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
八
日
付
。
以
下
、
「
一
六
八

国
会
質
問
主
意
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
、
二
〇
〇
八
年
一
月
一
一
日
付
で
そ
の
答
弁
書
（
以
下
、
「
一
六
八
国
会
答
弁

書
」
と
い
う
。
）
を
受
領
し
た
。

こ
れ
ら
の
質
問
主
意
書－

答
弁
書
及
び
そ
の
後
判
明
し
た
事
実
を
踏
ま
え
て
、
木
曽
川
連
絡
導
水
路
事
業
（
以
下
、
「
当
該

事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
し
て
質
問
す
る
。

第
一

「
長
良
川
に
徳
山
ダ
ム
の
水
を
流
す－

上
流
分
割
案－

」
に
つ
い
て

既
往
最
大
渇
水
と
い
わ
れ
る
一
九
九
四
年
の
渇
水
（
「
平
六
渇
水
」
）
に
お
い
て
、
長
良
川
に
渇
水
被
害
と
い
え
る
も
の

が
あ
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
は
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
（
「
長
良
川
市
民
学
習
会
」
（
代
表：

粕
谷
志
郎

岐
阜
大
学
教
授
）

に
対
し
て
も
、
魚
類
生
態
学
の
専
門
家
に
対
し
て
も
）
。
五
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た
市
民
団
体
と
の
交
渉
に
お
い
て
、
「
な

ぜ
長
良
川
に
徳
山
ダ
ム
の
水
を
流
す
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
国
交
省
中
部
地
方
整
備
局
河
川
部
（
以
下
、
「
中
部
地

一



整
」
と
い
う
。
）
の
担
当
者
は
、
「
対
応
す
べ
き
渇
水
（
既
往
最
大
渇
水＝

「
平
六
渇
水
」
）
に
お
け
る
長
良
川
に
生
息
す

る
生
物
へ
の
被
害
の
資
料
・
デ
ー
タ
は
存
在
し
な
い
」
と
し
な
が
ら
「
揖
斐
川
と
木
曽
川
に
渇
水
対
策
を
行
う
の
に
長
良
川

だ
け
お
い
て
き
ぼ
り
と
い
う
の
も
何
だ
、
と
考
え
た
」
「
将
来
長
良
川
中
流
部
の
流
量
が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
が
絶
対
に
な
い

と
は
い
え
な
い
。
危
機
管
理
の
観
点
」
と
い
う
論
を
展
開
し
、
「
行
政
判
断
で
す
」
と
繰
り
返
し
た
。

一

「
平
六
渇
水
」
で
の
長
良
川
中
流
部
の
被
害
デ
ー
タ
も
な
く
、
発
生
予
測
も
被
害
予
測
も
な
し
に
、
「
平
六
渇
水
を
上

回
る
大
渇
水
に
備
え
る
」
と
い
う
「
危
機
管
理
」
は
理
解
に
苦
し
む
。
「
行
政
判
断
」
の
一
語
だ
け
で
、
根
拠
と
い
え
る

も
の
も
な
い
ま
ま
巨
額
の
事
業
費
を
要
す
る
施
設
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
「
行
政
の
独
断
専
行
に
よ
る
無
駄
遣

い
」
と
指
弾
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
異
常
渇
水
時
の
長
良
川
の
環
境
改
善
」
を
目
的
と
し
て
掲
げ
る
以
上
、
左
記
を
明
確

に
回
答
さ
れ
た
い
。

（
�
）

ど
う
い
う
異
常
大
渇
水
が
、
ど
う
い
う
生
起
確
率
で
予
測
さ
れ
る
か
。
そ
の
折
に
ど
の
よ
う
な
河
川
環
境
被
害

が
予
測
さ
れ
る
の
か
。
検
討
に
値
す
る
根
拠
と
と
も
に
回
答
さ
れ
た
い
。

（
�
）

「
長
良
川
中
流
部
の
流
量
が
ゼ
ロ
に
な
る
」
よ
う
な
異
常
大
渇
水
は
、
ど
の
程
度
の
確
実
性
を
も
っ
て
生
起
確

率
が
予
測
さ
れ
る
の
か
。
検
討
に
値
す
る
根
拠
と
と
も
に
回
答
さ
れ
た
い
。

二



（
�
）

（
�
）
の
よ
う
な
異
常
大
渇
水
に
お
い
て
、
長
良
川
古
津
地
点
で
、
徳
山
ダ
ム
の
水
を
最
大
毎
秒
四
�
七
立
方

メ
ー
ト
ル
放
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
河
川
環
境
改
善
に
ど
の
よ
う
に
資
す
る
の
か
。
検
討
に
値
す
る
根
拠
と
と

も
に
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

長
良
川
に
徳
山
ダ
ム
の
水
を
流
す
こ
と
の
理
由
も
し
く
は
目
的
と
し
て
「
異
常
渇
水
時
の
長
良
川
の
環
境
改
善
」
と
い

う
説
明
が
（
「
長
良
川
市
民
学
習
会
」
メ
ン
バ
ー
ら
に
）
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
木
曽
川
水
系
河
川
整
備
基

本
方
針
に
お
け
る
長
良
川
の
正
常
流
量
の
設
定
が
適
正
で
あ
る
の
か
ど
う
か
の
疑
問
が
膨
ら
む
。

正
常
流
量
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
代
表
魚
種
の
選
定
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魚
種
が
必
要
と
さ
れ
る
流
量
に
つ

き
一
応
説
明
資
料
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
「
木
曽
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
（
案
）

流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す

る
た
め
必
要
な
流
量
に
関
す
る
説
明
資
料
（
案
）
【
長
良
川
編
】
」
平
成
一
九
年
七
月

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局

Ｐ
一
二
〜
。
以
下
、
「
正
常
流
量
資
料
【
長
良
川
編
】
」
と
い
う
。
）
。
こ
れ
に
関
し
て
専
門
家
か
ら
文
書
及
び
口
頭

で
質
問
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
五
月
末
に
中
部
地
整
か
ら
回
答
ら
し
き
も
の
が
あ
っ
た
が
、
説
得
的
な
回
答
に
な
っ
て

い
な
い
。

（
�
）

代
表
魚
種
の
選
定
に
関
わ
っ
た
「
木
曽
三
川
魚
類
検
討
会
」
の
有
識
者
の
氏
名
を
明
ら
か
に
し
、
代
表
魚
種
選

三



定
の
経
過
（
議
論
）
内
容
を
公
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
（
「
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
」

と
し
て
回
答
を
拒
否
す
る
の
は
「
法
の
名
を
借
り
た
公
的
機
関
に
よ
る
情
報
隠
し
」
（
四
月
二
五
日
、
日
本
新
聞

協
会
編
集
委
員
会
見
解
）
の
類
で
あ
る
と
考
え
る
）
。

（
�
）

正
常
流
量
資
料
【
長
良
川
編
】
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魚
種
に
つ
き
「
水
深
〇
セ
ン
チ
を
要
す
る
」
か
ら
「
流
量

〇
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
」
と
換
算
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魚
種
に
つ
き
「
水
深
〇
セ
ン
チ
を
要
す
る
」
と
し

た
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
も
し
く
は
文
献
の
概
要
を
示
し
た
上
で
、
そ
の
流
量
確
保
の
必
要
性
を
説
明
さ
れ
た
い
。

三

長
良
川
へ
の
常
時
放
流
・
渇
水
時
放
流
に
つ
い
て

一
六
八
国
会
答
弁
書
で
も
名
古
屋
市
工
業
用
水
の
毎
秒
〇
�
七
立
方
メ
ー
ト
ル
は
長
良
川
に
常
時
放
流
す
る
と
明
確
に

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
徳
山
ダ
ム
に
確
保
さ
れ
た
渇
水
容
量
の
放
流
」
は
、
「
木
曽
川
上
流
既
設
ダ
ム
の
容
量
が
五
〇

％
を
割
っ
た
と
き
等
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
�
）

常
時
放
流
に
よ
る
長
良
川
へ
の
影
響
（
河
床
形
状
の
変
化
を
含
む
）
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
ま
た
そ

れ
が
生
物
環
境
に
ど
う
影
響
す
る
か
、
に
関
し
て
現
状
で
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
根
拠
も
含
め
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

四



（
�
）

�

「
徳
山
ダ
ム
に
確
保
さ
れ
た
渇
水
容
量
の
放
流
（
名
古
屋
市
工
業
用
水
の
毎
秒
〇
�
七
立
方
メ
ー
ト
ル
以
外

の
長
良
川
へ
の
放
流
）
」
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
、
ど
う
い
う
場
合
に
ど
れ
だ
け
を
ど
こ
に
放
流
す
る
と
い

う
運
用
を
考
え
て
い
る
の
か
、
整
理
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

�
の
予
測
さ
れ
う
る
頻
度
及
び
量
の
数
値
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

�
に
よ
る
回
答
は
、
長
良
川
へ
の
影
響
（
河
床
形
状
の
変
化
を
含
む
）
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
ま

た
そ
れ
が
生
物
環
境
に
ど
う
影
響
す
る
か
、
に
関
し
て
現
状
で
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
根
拠
も
含
め
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

第
二

木
曽
川
の
正
常
流
量
に
つ
い
て

そ
も
そ
も
導
水
路
の
事
業
目
的
と
な
っ
て
い
る
（
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
六
五
％
）
「
異
常
渇
水
時
の
木
曽
川
の
河
川
環
境

保
全
」
に
は
、
木
曽
川
成
戸
地
点
で
の
流
量
確
保
が
、
大
き
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
根
拠
に
は
「
木
曽
川
河
口
部
の

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
」
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
六
八
国
会
質
問
主
意
書
「
一
（
�
）
�
」
で
指
摘
し
た
グ
ラ
フ
に
関
し
、

四
月
二
二
日
の
住
民
か
ら
の
質
問

五



「
塩
素
イ
オ
ン
濃
度
と
流
量
の
関
係
式
を
示
し
て
下
さ
い
」

に
対
し
、
中
部
地
整
は

「
木
曽
川
大
堰
の
放
流
量
と
一
三
�
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
塩
素
イ
オ
ン
濃
度
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
グ
ラ
フ
の
包
絡
線
の
こ
と

を
関
係
式
と
し
た
も
の
で
す
」

と
回
答
し
て
い
る
（
中
部
地
整
Ｈ
Ｐ
「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
」
よ
り
）
。

一

そ
の
後
の
汽
水
域
生
物
の
研
究
者
の
「
海
水
の
塩
素
イ
オ
ン
濃
度
は
お
よ
そ
ど
れ
く
ら
い
か
知
っ
て
い
る
か
」
と
い
う

質
問
に
対
し
て
、
中
部
地
整
担
当
者
は
「
知
ら
な
い
」
と
答
え
た
。
海
水
の
お
よ
そ
の
塩
素
イ
オ
ン
濃
度
は
一
八
〇
〇
〇

㎎
／
Ｌ
程
度
で
あ
る
が
、
問
題
の
グ
ラ
フ
は
「
木
曽
川
大
堰
の
流
量
が
毎
秒
二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
下
回
る
と
木
曽
川
成

戸
地
点
の
塩
素
イ
オ
ン
濃
度
は
海
水
よ
り
濃
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
グ
ラ
フ
が
木
曽
川
の
正
常
流
量
決
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
問
題
視
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
毎
秒
二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
下
回
る
と
（
ほ
ぼ
確
実
に
）
木
曽
川
成
戸
地
点
の
塩
素
イ
オ
ン
濃
度
は
海
水

よ
り
濃
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
は
事
実
と
し
て
あ
り
う
る
の
か
。

理
解
で
き
る
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
い
。

六



二

前
記
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
毎
秒
数
百
立
方
メ
ー
ト
ル
流
量
で
も
「
塩
水
く
さ
び
」
を
押
し
流
す
ほ
ど
の
流
量
と
は
い
え

な
い
、
と
い
う
。
異
常
渇
水
時
に
毎
秒
一
六
立
方
メ
ー
ト
ル
を
補
給
す
る
こ
と
が
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
は
じ
め
と
す
る
生

物
に
と
っ
て
巨
額
の
事
業
費
を
投
じ
る
意
味
の
あ
る
も
の
か
ど
う
か
、
専
門
家
と
関
心
あ
る
市
民
の
議
論
に
耐
え
う
る
根

拠
を
提
示
さ
れ
た
い
。

第
三

絶
滅
危
惧
種
と
特
定
外
来
生
物
に
つ
い
て

生
物
多
様
性
条
約
批
准
国
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
��
（
生
物
多
様
性
条
約
第
一
〇
回
締
約
国
会
議
）
ホ
ス
ト
国
で
あ
る
日
本

は
、
生
物
多
様
性
保
全
に
つ
き
、
国
際
的
な
責
任
を
背
負
っ
て
い
る
。

各
種
公
共
事
業
の
計
画
立
案
に
あ
た
っ
て
は
絶
滅
危
惧
種
に
配
慮
を
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
国
交
省
も
正
常
流

量
設
定
に
あ
た
っ
て
、
「
注
意
す
べ
き
種
」
（
「
正
常
流
量
検
討
の
手
引
き
（
案
）
」
）
な
ど
の
表
現
で
生
物
多
様
性
に
配

慮
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

一

環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
（
Ｒ
Ｄ
Ｂ
）
で
絶
滅
危
惧
�
Ａ
類
と
な
っ
て
い
る
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
が
木
曽
川
水
系
に
生

息
す
る
と
い
う
情
報
は
、
魚
類
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｒ
Ｄ
Ｂ
等
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
多
く
が
も
っ
て
い
る
（
「
密
漁

の
お
そ
れ
」
を
も
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
公
式
に
認
め
な
い
意
見
も
あ
る
や
を
耳
に
す
る
が
、
広
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ

七



り
、
密
漁
を
企
て
る
よ
う
な
人
間
で
あ
れ
ば
と
っ
く
に
知
っ
て
い
る
事
柄
と
考
え
る
）
。

魚
類
研
究
者
が
、
当
該
事
業
の
計
画
・
立
案
に
際
し
、
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
か
ど
う
か
を
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
「
考
慮
し
て
い
な
い
」
旨
の
回
答
を
得
た
と
い
う
。
考
慮
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

（
�
）

当
該
事
業
の
計
画
・
立
案
に
際
し
、
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
か
否
か
、
明
確
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

考
慮
し
た
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
考
慮
が
な
さ
れ
た
か
（
希
少
種
に
関
す
る
情
報
取
り
扱
い
規
定
で
問
題
に
な

る
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
は
求
め
な
い
。
答
弁
書
に
は
概
要
を
示
さ
れ
た
い
。
後
の
こ
と
は
希
少
種
の
取
り

扱
い
に
知
悉
し
た
専
門
家
に
委
ね
る
）
。

考
慮
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
そ
の
理
由
を
、
十
分
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

絶
滅
危
惧
�
Ａ
類
・
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
減
少
の
要
因
は
、
必
ず
し
も
一
つ
に
特
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
イ
タ

セ
ン
パ
ラ
を
捕
食
す
る
外
来
生
物
の
増
加
も
一
因
で
あ
る
と
専
門
家
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

渇
水
時
に
一
定
の
流
量
を
補
給
し
河
川
流
量
を
「
安
定
」
さ
せ
る
こ
と
は
、
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
を
捕
食
す
る
ブ
ル
ー
ギ
ル

や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
に
「
優
し
い
」
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
を
よ
り
一
層
絶
滅
に
追
い
や
る
と
い
う

危
惧
も
存
在
す
る
。

八



こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
当
該
事
業
を
進
め
る
国
交
省
及
び
生
物
多
様
性
の
責
任
官
庁
で
あ
る

環
境
省
の
間
に
齟
齬
の
な
い
回
答
を
求
め
る
。

三

前
記
の
こ
と
と
併
せ
、
当
該
事
業
を
「
河
川
環
境
改
善
」
と
称
す
る
際
、
「
河
川
流
量
が
少
な
い
と
き
に
は
、
水
を
補

給
す
る
こ
と
が
河
川
環
境
の
改
善
だ
」
と
い
う
極
め
て
稚
拙
な
「
行
政
判
断
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ

る
。河

川
の
自
然
的
状
態
（
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
）
と
人
為
的
な
他
河
川
か
ら
の
水
補
給
の
関
係
に
つ
き
、
生
物
多
様
性
及
び
生

態
学
的
見
地
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
の
か
。
当
該
事
業
を
進
め
る
国
交
省
及
び
生
物
多
様
性
の
責
任
官
庁
で
あ

る
環
境
省
の
間
に
齟
齬
の
な
い
回
答
を
求
め
る
。

第
四

環
境
影
響
評
価
法
の
自
主
的
取
り
組
み
に
つ
い
て

六
月
三
日
の
木
曽
川
水
系
水
資
源
開
発
基
本
計
画
の
一
部
変
更
を
受
け
、
水
資
源
機
構
は
「
事
業
実
施
計
画
」
策
定
を
行

う
は
ず
で
あ
る
。
仮
に
ダ
ム
事
業
で
あ
れ
ば
「
事
業
実
施
計
画
」
は
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
の
「
基
本
計
画
」
に
あ
た
る
。
ダ

ム
事
業
で
あ
れ
ば
、
環
境
ア
セ
ス
手
続
を
経
て
か
ら
し
か
「
基
本
計
画
」
は
策
定
さ
れ
な
い
。

木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
に
つ
き
、
国
交
省
は
環
境
影
響
評
価
法
対
象
外
事
業
で
あ
る
、
と
し
な
が
ら
も
「
導
水
路

九



が
徳
山
ダ
ム
を
水
源
と
し
、
長
良
川
や
木
曽
川
を
は
じ
め
と
し
た
複
数
の
河
川
に
係
る
延
長
約
四
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う

事
業
規
模
の
大
き
さ
か
ら
、
様
々
な
環
境
影
響
要
素
が
存
在
し
、
影
響
想
定
範
囲
も
広
範
に
わ
た
る
た
め
、
法
令
上
の
環
境

影
響
評
価
対
象
と
は
な
ら
な
い
も
の
の
、
事
前
検
討
に
万
全
を
期
す
る
た
め
に
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
準
じ
た
評
価
・
と

り
ま
と
め
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
」
（
平
成
一
九
年
六
月
五
日
に
（
財
）
ダ
ム
水
源
地
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
に
発
注
し
た

「
平
成
一
九
年
度

木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
環
境
影
響
評
価
業
務
」

随
意
契
約
結
果
及
び
契
約
の
内
容

よ
り
）
と
し

て
い
る
。

同
じ
く
中
部
地
整
で
進
め
ら
れ
て
い
る
設
楽
ダ
ム
建
設
事
業
で
は
、
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
く
方
法
書
縦
覧
を
二
〇
〇

四
年
一
一
月
〜
一
二
月
に
行
っ
て
い
る
が
、
本
年
五
月
末
現
在
、
「
基
本
計
画
」
は
未
策
定
で
あ
る
。

他
方
、
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
で
は
、
「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
環
境
検
討
会
」
は
非
公
開
で
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
（
開
催
日
時
も
委
員
も
公
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）
、
環
境
調
査
項
目
等
の
設
定
の
目
処
が
つ
い
た
と
し
て
四
月
二

四
日
に
よ
う
や
く
、
一
般
傍
聴
を
認
め
る
「
第
四
回

木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
環
境
検
討
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

「
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
準
じ
た
評
価
・
と
り
ま
と
め
を
行
う
」
と
す
れ
ば
、
と
て
も
今
年
度
中
に
そ
れ
が
完
了
す
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

一
〇



一

「
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
準
じ
た
評
価
・
と
り
ま
と
め
を
行
う
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

項
目
や
予
算
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
く
「
準
備
書
」
に
至
る
に
は
、
方
法
書
の
公
告
・
縦
覧

（
住
民
意
見
、
知
事
・
市
町
村
長
意
見
の
聴
取
）
を
経
て
環
境
影
響
評
価
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
一
連
の

手
続
と
の
関
係
（
比
較
）
を
明
ら
か
に
し
て
説
明
さ
れ
た
い
。

二

生
物
多
様
性
Ｃ
Ｏ
Ｐ
��
名
古
屋
開
催
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
足
元
で
、
環
境
へ
の
配
慮
に
欠
く
よ
う
な
事
業
が
強
行
さ
れ

る
と
す
れ
ば
国
際
的
信
用
に
関
わ
る
。
十
全
な
環
境
影
響
へ
の
配
慮
・
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

五
月
二
〇
日
の
衆
議
院
環
境
委
員
会
で
、
田
島
一
成
委
員
の
質
問
に
、
政
府
参
考
人
か
ら
「
（
環
境
影
響
評
価
法
で
）

義
務
づ
け
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
き
ま
し
て
環
境
影
響
評
価
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
田
島
委
員
は
「
自
主
的
な
も
の
に
つ
い
て
も
こ
の
環
境
影
響
評
価
は
取
り
組
み
を
し
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に

受
け
と
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
よ
ろ
し
い
で
す
ね
」
と
確
認
し
て
い
る
。

国
交
省
自
身
が
「
複
数
の
河
川
に
係
る
延
長
約
四
四
�
と
い
う
事
業
規
模
の
大
き
さ
か
ら
、
様
々
な
環
境
影
響
要
素
が

存
在
し
、
影
響
想
定
範
囲
も
広
範
に
わ
た
る
」
と
認
識
し
て
い
る
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
こ
そ
、
調
査
項
目
や
調

査
に
か
け
る
費
用
だ
け
で
は
な
く
、
諸
手
続
（
特
に
住
民
・
知
事
・
関
係
市
町
村
長
・
環
境
大
臣
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

一
一



る
）
に
お
い
て
自
主
的
に
環
境
影
響
評
価
法
並
み
の
取
り
組
み
を
す
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

三

「
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
準
じ
た
評
価
・
と
り
ま
と
め
を
行
う
」
前
に
水
資
源
機
構
に
事
業
承
継
さ
せ
る
と
す
れ

ば
、
水
資
源
機
構
事
業
に
お
け
る
事
業
実
施
計
画
は
、
例
え
ば
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
で
の
基
本
計
画
と
は
全
く
異
な
る
も

の
と
い
う
こ
と
か
。

異
な
る
と
す
れ
ば
、
生
物
多
様
性
Ｃ
Ｏ
Ｐ
��
ホ
ス
ト
国
と
し
て
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
歪
ん
だ
（
辻
褄
の
合
わ
な

い
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

一
二


